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The degree of soil differentiation due to changes in the mode and rate of soil creep on a hillslope was investigated 

from the spatial distribution of meteoric Be-10. We selected a hillslope underlain by granodiorite in the Abukuma 

Mountains, northeastern Japan, where a thick soil layer is distributed, and the slope is convex in profile and straight 

in plan view. The results of AMS using samples collected from soil pits indicate that the concentration of meteoric 

Be-10 increases from the ridge to hillslope and decreases discontinuously in the transition zone between the upper 

soil layer and the lower soil layer. Considering that Be-10 moves while adsorbing on soil particles, the mode of soil 

creep may change within the soil layer. This may result in differentiating the soil layer into upper and lower soil 

layers (134 words).  

 

1. はじめに 

山地・丘陵の斜面形態を急激に変化させる表層

崩壊の発生に対するソイルクリープの役割を明示

することは、表層崩壊発生場を解明する上で重要

である。日本のような湿潤温帯地域では、山地最

上流域において緩慢な土砂移動を促進するソイル

クリープにより緩やかな斜面が生み出され、その

下方では表層崩壊を始めとした斜面崩壊が群発す

ることで急な斜面が形成されている。ソイルクリ

ープは、斜面下方に向けて崩壊予備物質を準備す

る役割を担うことや、その様式の深度方向への違

いが土層を分化させる役割を持つ可能性があると

これまでに指摘されてきた。しかしながら、いず

れの観測手法を用いた研究も観測期間が 10 年を

超えず、ソイルクリープによる緩慢な土砂移動検

討の時間分解能は不十分であった。 

 

2. 研究方法 

本研究では、現存斜面におけるソイルクリープ

の強度およびその様式の変化に起因した土層分化

程度を、それを評価可能な適切な時間分解能を持

つ手法、大気生成 Be-10 の空間分布を把握するこ

とで明らかにしていく。対象地域は、2019 年の台

風ハギビスの通過とともに多数の斜面崩壊が発生

した、宮城県南部の花崗閃緑岩を基盤とする阿武

隈山地である。調査斜面として、土層の厚く分布

する縦断方向に凸型で横断方向に平滑な斜面を選

定した。選定斜面の南西方向には、発表者らが水

文観測を実施してきた流域も存在している。選定

された斜面を対象として、尾根および斜面から深

度方向に連続的に大気生成 Be-10 分析用試料を採

取し、加速器質量分析を経て大気生成 Be-10 濃度

の空間分布を把握した。大気生成 Be-10 は、大気

中の酸素および窒素が宇宙線の照射を受けて原子

核破砕して生成し、地表に飛来した後、土粒子に

吸着しながら移動するという性質があると指摘さ

れている。 

 

3. 結果と解釈 

分析の結果、大気生成 Be-10 濃度は尾根から斜

面下方へ増大し、また大局的には深度方向へ減少

するものの、上部土層と下部土層の遷移帯付近で

不連続に濃度変化することが見いだされた。本地

域で得られた大気生成 Be-10 濃度から、土層内で

土砂動態が変化することが示唆される。濃度が不

連続となる深度は土層の構造が遷移する深度でも

あり、地中水の滞留に伴いすべり面が形成される

可能性があることから、ソイルクリープの様式の

違いが表層崩壊の発生深度を規定することも示唆

される。今後は、既に Be-10 の鉛直分布を推定し

終えた地点よりもさらに下方の斜面を対象として、

追加の試料採取を実施し、Be-10 の空間分布をよ

り広い範囲で明らかにしていく。 

 


